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カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と

友
好
都
市
盟
約
を
締
結

一
九
九
〇
年
七
月
一
日

盟約書に署名をする池本市長

宇
治
市
は
、
七
月
一
日
、
カ
ナ
ダ
国
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市

と
、
友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
で
行
わ
れ
た
調
印
式
に
は
、

池
本
市
長
を
団
長
と
す
る
調
印
団
（
四
十
七
名
）

が
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
か
ら
は
ガ
グ
ラ
デ
ィ
ー

市
長
や
市
民
ら
約
二
百
五
十
人
が
出
席
し
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

調
印
は
、
ト
ン
プ
ソ
ン
河
に
面
し
た
リ
バ
ー

サ
イ
ド
公
園
の
芝
生
に
設
け
ら
れ
た
壇
の
上
で
、

池
本
市
長
、
加
藤
議
長
、
ガ
ゲ
ラ
デ
ィ
ー
市
長
、

カ
ス
ク
同
市
書
記
の
四
人
が
、
日
本
語
と
英
語

で
書
か
れ
た
盟
約
書
に
署
名
。

両
市
長
は
、
固
い
握
手
を
交
し
、
両
市
の
末

永
い
友
好
の
絆
な
が
こ
こ
に
結
ば
れ
ま
し
た
。
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カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
に

大
き
な
架
け
橋
を

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
友
好
都
市
盟
約
調
印
団
団
長

宇
治
市
長
　
池
　
　
本
　
　
正
　
　
夫

去
る
七
月
一
日
、
カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と
の

友
好
都
市
盟
約
を
締
結
し
本
市
と
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と

の
友
好
交
流
の
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
だ
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
来
、
本
市
の
国
際
親
善
協
会
の
役
員
さ
ん
や
本

友好の印として鳳凰のブロンズを賠呈

市
か
ら
の
調
査
団
を
派
遣
し
、
ま
た
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス

市
か
ら
も
調
査
団
を
受
け
入
れ
、
相
互
に
市
の
情
勢
を

つ
ぶ
さ
に
見
聞
し
、
意
見
を
交
す
な
か
で
友
好
都
市
盟

約
へ
の
礎
地
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
両
市
の
国
際
交
流
事
業
の
認
識
が
一
致
し
、

互
い
に
友
好
都
市
関
係
を
築
こ
う
と
の
合
意
に
達
し
、

こ
の
度
の
調
印
の
運
び
と
な
っ
た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
達
四
十
七
名
は
、
市
民
の
大
き
な
期
待
と
責
任
の

重
大
き
を
胸
に
秘
め
て
六
月
二
十
九
日
に
宇
治
市
を
出

発
し
、
翌
三
十
日
に
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
に
到
着
い
た
し

ま
し
た
。

初
め
て
見
る
風
景
や
街
並
の
美
し
き
は
、
私
達
の
心

を
打
ち
、
大
自
然
の
碓
大
き
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
は
、
た
と
え
よ
う
の
な
い
喜
び
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。そ
し
て
、
私
は
多
く
の
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
民
と
言
葉

を
交
わ
し
、
友
好
交
流
の
原
点
で
あ
り
ま
す
「
人
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
」
に
努
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
さ
す
が

大
国
の
国
民
性
と
申
し
ま
す
か
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
民

は
、
非
常
に
大
ら
か
で
、
親
し
み
や
す
く
、
苦
も
な
く

友
情
が
生
ま
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
、
友
好
都
市
と
し
て
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
を
選
ん

だ
こ
と
に
間
違
い
は
な
く
、
友
好
交
流
を
推
し
進
め
る

中
で
、
国
際
交
流
事
業
が
必
ず
や
大
き
な
成
果
が
得
ら

れ
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
七
月
一
日
、
私
達
は
、
ト
ン
プ
ソ
ン
河
畔

の
リ
バ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
ま
し
た
調
印
式
に

臨
み
ま
し
た
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の
ガ
グ
ラ
デ
ィ
ー
市
長
を
は
じ
め
、

市
議
会
議
員
や
多
く
の
市
民
の
万
々
が
出
席
し
て
い
た

だ
き
、
両
市
に
と
っ
て
の
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
作
る
こ

の
友
好
都
市
盟
約
の
調
印
式
が
厳
粛
に
か
つ
盛
大
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
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リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
で
の
記
念
写
真

私
は
、
加
藤
議
長
と
と
も
に
こ
の
盟
約
書
に
署
名
し

た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
筆
で
「
宇
治
市
長
池
本
正
夫
」

と
署
名
し
な
が
ら
、
「
こ
の
国
際
交
流
事
業
が
、
国
際

社
会
に
大
き
く
貢
献
し
、
両
市
民
が
豊
か
に
育
く
み
、

そ
し
て
、
有
益
な
成
果
を
収
め
ら
れ
ま
す
よ
う
に
」
と

心
に
念
じ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
調
印
式
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
記
念
植
樹
、

記
念
碑
の
除
幕
も
両
市
民
が
一
緒
に
な
っ
て
行
い
、
参

加
者
全
員
が
国
際
交
流
の
認
識
を
深
め
カ
ム
ル
ー
プ
ス

市
と
の
友
好
交
流
に
燃
え
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

・
そ
し
て
、
こ
の
気
持
ち
を
宇
治
市
民
へ
の
お
土
産
と

し
て
持
ち
帰
り
、
本
市
の
国
際
交
流
事
業
に
大
き
な
力

と
し
て
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。私
達
は
、
こ
の
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
滞
在
中
、
カ
ナ
ダ

国
の
建
国
記
念
日
を
祝
う
「
民
族
祭
」
や
市
民
交
流
な

ど
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
が
企
画
し
て
い
た
だ
い
た
多
く

の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
私
は
多
く
の
こ
と
を
感
じ
、
貴
重
な
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
と
学
び
と
り
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
は
、
多
国
籍
民
族
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
国

で
あ
り
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
も
英
国
系
を
中
心
に
イ
ン

デ
ィ
ア
ン
・
日
系
で
構
成
さ
れ
、
日
系
人
も
人
口
六
万

三
千
人
の
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
の
中
に
あ
っ
て
九
百
人
は

ど
お
ら
れ
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
人
種

の
隔
り
を
越
え
、
相
互
協
力
・
協
調
の
中
で
市
の
発
展

に
努
力
し
、
ま
た
協
力
し
て
、
豊
か
な
市
民
生
活
を
営

ガ
グ
ラ
デ
ィ
ー
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
長

ん
で
お
ら
れ
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

国
際
交
流
を
進
め
る
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
　
「
異

民
族
間
の
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
相
互
理
解
と
相
互

協
力
」
が
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と
い
う
一
つ
の
街
の
中

で
、
確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
滞
在
中
、
こ
の
こ
と
を
肌

で
感
じ
、
国
際
交
流
が
も
た
ら
す
効
果
は
大
き
く
、
一

人
で
も
多
く
の
宇
治
市
民
が
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、

市
民
生
活
の
中
で
、
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
心
に

念
じ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
達
四
十
七
名
と
い
う
大
勢
の
訪
問
団
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
事
故
も
な
く
和
気
合
々
の
う
ち
に
、
目
的
を
全

員
が
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
一
丸
と
な
っ
て
宇
治
市
と

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
に
大
き
な
架
け
橋
を
築
く
こ
と
が
で

き
た
と
確
信
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
、
私
達
の
こ
の
交
流
を
礎
と
し
て
、
両
市
の
市

民
交
流
を
益
々
深
め
ら
れ
、
そ
し
て
本
市
の
国
際
交
流

事
業
が
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。



（4）第7号　　　　　　　　　　　　Ｕ Ｉ Ｆ Ａ　ニ　ュ　ー　ス

暖
か
い
友
好
の
輸
広
が
る

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
友
好
都
市
盟
約
調
印
団
副
団
長

宇
治
市
議
会
議
長
　
加
　
　
藤
　
　
吉
　
　
辰

池
本
市
長
を
団
長
と
す
る
友
好
都
市
盟
約
調
印
団

（
四
十
七
名
）
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
バ
ス
二
台
で
六

月
三
十
日
の
夕
方
、
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
へ
到
着
し
た
。

丁
寧
に
も
、
ガ
グ
ラ
デ
ィ
1
市
長
や
助
役
は
、
市
の

郊
外
の
平
原
ま
で
我
々
一
行
を
出
迎
え
、
合
流
し
て
宿

舎
予
定
の
ス
ト
ソ
ク
メ
ン
ズ
ホ
テ
ル
へ
…
。

入
り
口
で
は
、
市
の
関
係
者
、
日
系
人
会
、
ミ
ス
・

カ
ム
ル
ー
プ
ス
嬢
が
暖
か
く
拍
手
で
迎
え
て
く
れ
た
。

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
側
で
は
、
宇
治
市
の
調
印
団
を
迎

え
る
た
め
の
約
百
人
の
歓
迎
市
民
委
員
会
を
作
り
、
万

全
の
受
け
入
れ
体
制
が
作
ら
れ
、
こ
の
た
め
、
随
所
に

心
配
り
が
あ
り
、
私
達
全
員
は
、
喜
び
と
感
激
の
連
続

で
あ
っ
た
。

カ
ム
市
民
の
親
切
で
温
か
く
、
そ
し
て
明
る
く
、
陽

気
な
人
々
に
接
し
、
国
境
や
人
種
を
越
え
て
、
瞬
時
に

心
の
交
流
が
深
ま
り
、
三
日
間
の
滞
在
で
あ
り
な
が
ら
、

兄
弟
以
上
の
友
好
と
な
っ
た
。

到
着
の
晩
の
ホ
テ
ル
で
の
歓
迎
宴
は
、
盛
り
沢
山
の

企
画
で
、
演
奏
や
歌
、
踊
り
な
ど
夜
中
の
十
一
時
半
ま

で
延
々
と
続
い
た
。
そ
の
後
も
同
じ
ホ
テ
ル
内
の
一
室

が
用
意
さ
れ
、
友
情
を
深
め
る
た
め
に
三
日
三
晩
、
日

系
人
会
、
市
の
職
員
、
市
会
議
員
が
交
贅
で
交
流
の
場

を
作
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、
お
互
い
手
振
り
身

振
り
の
会
話
を
通
じ
て
、
異
国
で
の
疲
れ
も
忘
れ
て
心

の
触
れ
合
い
が
な
さ
れ
た
。
私
も
、
連
日
参
加
し
、
ブ

ラ
ッ
ク
市
議
さ
ん
と
グ
ッ
ド
フ
レ
ン
ド
の
囲
い
握
手
を

交
し
た
。
公
式
行
事
以
外
で
は
、
カ
ナ
ダ
人
の
フ
ラ
ン

ク
で
明
か
る
い
人
柄
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

七
月
一
日
は
、
カ
ナ
ダ
建
国
祭
。
こ
の
日
に
両
市
の

友
好
都
市
盟
約
調
印
式
が
、
ト
ン
プ
ソ
ン
河
畔
の
公
園

で
行
わ
れ
、
池
本
市
長
と
私
も
盟
約
書
に
調
印
を
し
た
。

公
式
行
事
の
始
め
は
必
な
ら
ず
両
国
国
歌
の
全
員
合

唱
が
あ
り
、
そ
の
時
に
は
、
胸
が
ジ
ー
ン
と
な
り
、
大

き
な
感
動
を
覚
え
た
。
外
国
の
地
で
国
旗
国
歌
に
接
し
、

日
本
の
代
表
と
い
う
意
識
を
受
け
、
身
の
引
き
締
ま
る

感
じ
の
一
瞬
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
単
な
る
観
光
旅
行
で

は
味
わ
え
な
い
思
い
出
で
も
あ
る
。

今
回
の
カ
ナ
ダ
国
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
と
の
友
好
交
流

事
業
は
、
団
員
の
協
力
、
受
け
入
れ
市
の
万
全
の
準
備

や
暖
か
い
歓
迎
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
無
く
大
成
功
で
あ
っ
た
。

今
後
も
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
末
永
い
交
流
が
続
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
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ハ
ー
モ
ニ
ー
の
街
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
友
好
都
市
盟
約
調
印
団
副
団
長

宇

治

市

国

際

親

善

協

会

監

事

　

平

　

田

　

　

泰

　

彦

カ
ナ
ダ
西
海
岸
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
バ
ス
で
約
二

時
間
行
っ
た
所
に
、
フ
レ
イ
ザ
ー
河
の
「
ヘ
ル
ス
・
ゲ

イ
ト
峡
谷
」
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
建
っ
て
い
る
「
人
々
は
自
然
に
出
合
い
、
そ

し
て
挑
戦
す
る
」
と
い
う
碑
を
読
み
な
が
ら
、
そ
の
急

流
に
懸
る
吊
り
橋
や
、
険
し
い
山
肌
を
眺
め
、
往
年
の

西
部
開
拓
者
の
姿
を
思
い
浮
べ
た
り
、
ま
た
渓
谷
の
両

側
を
走
る
カ
ナ
ダ
鉄
道
の
百
柄
に
及
ぶ
貨
物
列
車
の
数

を
算
え
な
が
ら
、
カ
ナ
ダ
の
自
然
の
雄
大
さ
に
打
た
れ

つ
つ
到
着
し
た
カ
ム
ル
ー
ブ
ス
の
街
。

丘
の
上
か
ら
眺
め
た
そ
の
街
は
、
緑
と
ト
ン
プ
ソ
ン

河
の
水
の
青
さ
、
そ
こ
に
懸
る
橋
の
姿
を
見
た
時
、
宇

治
川
の
景
観
と
相
通
ず
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
七
月
一
日
の
カ
ナ
ダ
建
国
記
念
日
の
友
好

都
市
明
皿
約
調
印
式
を
中
心
と
し
た
各
行
事
を
通
し
て
、

カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
民
の
万
々
と
交
流
し
、
そ
の
人
々
の

陽
気
さ
と
心
か
ら
の
歓
迎
に
、
随
行
し
た
団
員
全
て
が

国
際
交
流
の
良
さ
を
見
出
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
も
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
海
外
旅
行
が
、
こ
の
様

に
有
意
義
な
行
事
を
伴
っ
て
い
た
だ
け
に
、
な
お
一
層

に
感
激
も
深
く
、
私
の
人
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
い

ま
し
た
宇
治
市
当
局
の
方
々
に
感
謝
を
致
し
て
お
り
ま

す
。カ
ナ
ダ
は
、
私
が
仕
事
を
す
る
上
で
の
信
条
と
し
て

お
り
ま
す
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
調
和
）
」
　
の
国
で
あ
り
ま

す
。
あ
の
広
大
な
大
自
然
の
中
で
、
原
住
民
の
イ
ン
デ

ィ
ア
ン
民
族
を
は

じ
め
、
幾
多
の
民

族
が
共
存
す
る
中

で
、
自
然
と
の
調

和
、
民
族
間
の
協

調
に
努
め
な
が
ら

平
和
に
し
て
、
心

豊
か
な
国
家
を
築

い
て
い
る
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
カ
ム
ル
ー

プ
ス
市
と
友
好
都

市
盟
約
を
調
印
し

た
こ
と
は
、
国
際

平
和
都
市
と
し
て

インディアン区での交換

の
宇
治
市
に
と
っ
て
、
非
常
に
意
義
深
い
こ
と
で
あ
り

ま
す
。そ
の
関
係
を
進
め
る
に
は
、
経
済
の
格
差
は
感
じ
ら

れ
ま
し
た
が
、
先
ず
は
、
宇
治
市
民
の
多
く
が
貴
地
を

訪
れ
て
市
民
と
の
交
流
を
深
め
、
そ
し
て
カ
ム
ル
ー
プ

ス
市
民
を
迎
え
る
努
力
を
し
「
ホ
ー
ム
ス
テ
ー
」
に
応

じ
る
等
、
私
達
も
心
か
ら
の
交
流
を
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
の
美
し
い
自
然
の
思
い
出
に
浸
り
つ
つ
、
貴

地
で
お
知
り
合
い
に
な
っ
た
万
々
と
の
文
通
を
は
じ
め

な
が
ら
、
そ
の
人
達
の
来
字
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
昨

今
で
す
。

最
後
に
、
こ
の
友
好
都
市
盟
約
に
努
力
さ
れ
ま
し
た

池
本
市
長
、
谷
岡
先
生
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
、

宇
治
市
民
の
一
人
と
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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ヌワラエリヤ市友好親善訪問団

友情を深め帰国
4月8日～18日

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
を

盛

大

に

開

催

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
友
好
親
善
訪
問
団
団
長

宇
治
市
助
役
　
中
　
　
野
　
　
真
　
　
南

宇
治
市
長
賞
を
手
渡
す
中
野
助
役

去
る
、
四
月
八
日
か
ら
、
本
市
と
友
好
都
市
盟
約
を

締
結
し
て
い
る
ス
リ
ラ
ン
カ
国
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
を
同

市
友
好
親
善
訪
問
団
の
団
長
と
し
て
訪
問
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

訪
問
団
は
、
市
議
会
の
代
表
者
及
び
国
際
親
善
協
会

会
員
等
総
勢
十
八
名
。

本
市
か
ら
の
訪
問
は
、
昭
和
六
十
二
年
七
月
以
来
で

三
年
ぶ
り
の
訪
問
と
な
っ
た
も
の
で
バ
ン
ド
ゥ
ー
ラ
・

セ
ネ
ビ
ラ
ト
ナ
市
長
や
同
市
の
関
係
者
、
今
日
ま
で
本

市
と
交
流
が
あ
っ
た
市
民
の
万
々
と
の
友
好
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
訪
問
は
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
が
花
井

栽
培
の
一
層
の
発
展
を
期
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ
た
フ

ラ
ワ
ー
シ
ｍ
－
に
出
席
し
、
優
秀
な
作
品
に
宇
治
市
か

ら
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
る
役
割
も
あ
り
ま
し
た
。

タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
、
ス
リ
ラ
ン
カ
・
コ
ロ
ン
ボ
を

経
由
し
て
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
へ
入
っ
た
の
が
四
月
十
日
。

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
会
場
前
で
の
歓
迎
式
典
。
翌
日
十
一

日
が
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
の
最
終
日
で
表
彰
式
、
宇
治
市

か
ら
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
花
の
種
を
入
賞
者
に
贈
呈
、
大
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層
喜
ば
れ
た
次
第
で
す
。

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
に
滞
在
し
た
三
日
間
は
歓
迎
の
日

程
が
ギ
ッ
シ
リ
。
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
で
最
優
秀
ガ
ー
デ

ン
賞
を
受
け
た
庭
園
や
幼
稚
園
、
製
茶
工
場
、
三
年
前

に
宇
治
市
が
寄
贈
し
た
ビ
ク
ト
リ
ア
公
園
内
の
日
本
庭

園
、
仏
教
寺
院
、
競
馬
場
等
、
次
か
ら
次
へ
と
日
程
が

追
加
さ
れ
る
な
ど
、
同
市
を
離
れ
る
ま
で
ヌ
ワ
ラ
エ
リ

ヤ
市
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。市
庁
舎
で
は
、
池
本
宇
治
市
長
か
ら
の
「
今
後
も
よ

り
一
層
の
親
善
を
深
め
た
い
」
と
の
親
書
を
バ
ン
ド
ゥ

ー
ラ
・
セ
ネ
ビ
ラ
ト
ナ
市
長
に
手
渡
す
と
と
も
に
、
同

市
長
の
宇
治
市
へ
の
招
へ
い
や
研
修
生
の
人
的
交
流
な

ど
話
し
合
い
、
今
後
具
体
的
に
協
議
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
を
後
に
し
た
訪
問
団
は
、
古
都
キ

ャ
ン
デ
ィ
ー
を
経
て
コ
ロ
ン
ボ
へ
。
コ
ロ
ン
ボ
で
は
、

こ
れ
ま
で
両
市
の
親
善
に
尽
く
し
て
い
た
だ
い
た
コ
ロ

ン
ボ
在
住
の
人
達
と
旧
交
を
温
め
る
と
と
も
に
、
在
ス

リ
ラ
ン
カ
日
本
大
便
公
邸
に
招
か
れ
、
同
国
の
お
国
柄

等
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

帰
路
は
、
往
路
と
同
じ
く
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
経
由
で

四
月
十
七
日
無
事
帰
国
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
十
日
間
も
の
長
期
の
行
程

で
、
と
り
わ
け
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
で
の
厳
し
い
日
程
を

無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
親
善
協
会
の

皆
さ
ん
を
は
じ
め
団
員
の
皆
さ
ん
の
友
好
に
対
す
る
熱

意
の
賜
も
の
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ

ヤ
市
友
好
親
善
訪
問
団
の
報
告
と
致
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
人
と
し
て
の
近
親
感

ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
友
好
親
善
訪
問
団
副
団
長

宇

治

市

議

会

議

員

　

地

　

　

上

　

一

男

イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
常
夏
の
島
ス
リ
ラ
ン
カ
国
。

標
高
千
八
百
メ
ー
ト
ル
の
高
原
に
あ
る
ヌ
ワ
ラ
エ
リ

ヤ
市
。
年
間
最
高
気
温
二
十
度
。

山
肌
一
面
に
波
模
様
に
輝
く
緑
、
世
界
一
の
紅
茶
栽

培
。
サ
リ
ー
姿
の
人
々
が
あ
ち
こ
ち
で
新
芽
を
摘
ん
で

い
る
。

町
な
か
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
を
し
の
ば
せ

る
建
物
が
随
所
に
残
り
、
ゴ
ル
フ
場
や
競
馬
場
、
西
洋

ス
タ
イ
ル
の
公
園
、
優
雅
な
避
暑
地
の
雰
囲
気
が
庶
民

生
活
と
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
。

市
の
体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ

ー
。
市
民
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
切
花
が
会
場
一
杯
に

幼稚園児との記念写真

飾
ら
れ
て
い
る
。
庭
園
部
門
の
入
賞
者
が
育
て
た
花
や

庭
を
見
学
し
た
が
、
バ
ラ
・
コ
ス
モ
ス
等
の
花
が
色
あ

ざ
や
か
に
咲
い
て
い
た
。
い
き
と
ど
い
た
手
入
れ
、
庭

全
体
が
緑
の
芝
生
、
池
な
ど
と
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。

三
年
前
に
寄
贈
さ
れ
た
日
本
庭
園
は
、
丁
寧
な
管
理

で
、
周
囲
の
蓮
池
と
マ
ッ
チ
し
、
日
本
の
風
情
を
し
っ

か
り
と
伝
え
、
訪
問
記
念
に
と
ボ
ル
ト
プ
ラ
ッ
シ
ー
の

木
を
、
中
野
団
長
と
共
に
植
樹
を
行
う
。

昭
和
六
十
一
年
、
池
本
市
長
が
友
好
都
市
提
携
を
記

念
し
、
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
役
所
前
庭
に
植
え
ら
れ
た
茶
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の
木
が
二
メ
ー
タ
ー
以
上
に
成
長
し
て
い
た
。
そ
の
横

に
は
、
宇
治
市
か
ら
寄
贈
し
た
消
防
自
動
車
が
ピ
カ
ピ

カ
に
み
が
か
れ
、
エ
ン
ジ
ン
の
音
も
か
ろ
や
か
に
私
達

一
行
を
迎
え
て
く
れ
た
。

夕
食
歓
迎
会
、
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
1
後
の
民
族
舞
踊
、

近
代
的
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
寺
院
附
属
幼
稚
園
、

製
茶
工
場
、
親
の
な
い
子
供
達
の
施
設
、
寺
院
、
競
馬

場
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
場
所
と
人
々
が
招
介
さ
れ
、
そ

の
先
々
で
団
員
と
の
友
好
の
輪
が
広
が
っ
た
。

新
田
大
使
夫
妻
の
歓
迎
夕
食
会
が
コ
ロ
ン
ボ
市
内
日

本
大
使
公
邸
で
催
さ
れ
、
訪
問
団
一
行
が
招
待
さ
れ
た
。

当
日
は
、
日
本
の
大
晦
日
に
当
た
る
た
め
か
、
鰹
の

叩
、
竹
の
子
：
一
ン
ジ
ン
・
ゴ
ボ
ウ
な
ど
日
本
の
正
月

に
食
べ
る
お
せ
ち
料
理
や
豆
ご
飯
な
ど
、
日
本
料
理
の
ご

馳
走
の
数
々
。
異
国
で
の
久
し
ぶ
り
の
日
本
の
味
に
団

員
一
同
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

今
回
の
訪
問
を
通
し
て
、
仏
教
を
通
じ
て
の
共
通
感
、

ア
ジ
ア
人
種
と
し
て
の
近
親
感
、
経
済
援
助
や
技
術
革

新
、
民
間
活
力
の
導
入
な
ど
、
発
展
途
上
国
と
し
て
の

日
本
へ
の
大
き
な
期
待
が
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。最
後
に
、
友
好
都
市
訪
問
団
の
一
員
と
し
て
、
多
く

の
人
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
団
員
一
同
、

予
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
消
化
し
、
元
気
に
帰
京
で
き

た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

製茶工場を見学

会
費
の
納
入
の
お
　
願
　
い

平
成
二
年
度
の
会
費
を
同
封
の
振
り
込
み
用

紙
を
ご
利
用
の
上
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
氏
名
・
住
所
な
ど
変
更
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
手
数
な
が
ら
事
務
局
ま
で
ご
一
報
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
会
費
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
個
人
会
費
　
　
　
二
、
〇
〇
〇
円

・
団
体
会
費
　
　
　
五
、
〇
〇
〇
円

・
法
人
会
費
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

計

　

報

宇
治
市
周
際
親
善
協
会
事
務
局
長
で
あ
り
ま

し
た
山
本
司
郎
氏
（
宇
治
市
企
画
管
理
部
次
長
）

が
、
去
る
九
月
十
三
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

山
本
氏
は
、
当
協
会
の
設
立
時
か
ら
事
務
局

長
に
就
任
さ
れ
、
親
善
協
会
の
発
展
と
国
際
交

流
の
推
進
に
多
大
な
る
ご
貢
献
を
賜
わ
り
ま
し

た
。こ
こ
に
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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